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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示装置に入力する画像データに対する補正を行う画像処理装置であって、
　前記画像表示装置の画面を複数に区分する領域ごとに、複数の単色画像データのそれぞ
れを前記画面に表示した状態で輝度及び色度の測定値を取得する取得手段と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において表示する目標色度を決定する第１の決定
手段と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度を算
出し、前記最大輝度に基づき前記画面の各領域において表示する目標輝度を決定する第２
の決定手段と、
　前記目標色度及び前記目標輝度に基づき前記画像表示装置に入力する画像データを補正
する補正手段と、
を備え、
　前記目標輝度は、前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度のうち
の最小値よりも大きい値であり、かつ、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前
記目標輝度よりも小さい領域における表示を当該領域における前記最大輝度で行い、前記
最大輝度が前記目標輝度以上の領域における表示を当該目標輝度で行った場合の輝度ムラ
が所定の許容レベルを超えないように、決定されることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前記目標輝度よりも小
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さい領域における表示が当該領域における前記最大輝度で行われ、前記最大輝度が前記目
標輝度以上の領域における表示が当該目標輝度で行われるように画像データの補正を行う
請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記目標輝度は、前記画面の各領域における前記最大輝度のうちの最小値及び最大値に
より定まる輝度範囲の中から選択される値である請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記第２の決定手段は、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした場
合に実現される輝度ムラのレベルを、前記輝度範囲に含まれる複数の輝度について算出し
、前記輝度範囲に含まれる前記複数の輝度のうち、前記算出した輝度ムラのレベルが前記
許容レベルを超えない輝度を前記目標輝度として決定する請求項３に記載の画像処理装置
。
【請求項５】
　前記第２の決定手段は、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした場
合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記画面の複数の領域のうち前
記算出した輝度が前記目標輝度より小さい領域の面積の全画面の面積に対する比率に基づ
き前記輝度ムラのレベルを算出する請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第２の決定手段は、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした場
合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記算出した輝度の最大値と最
小値との差分に基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第２の決定手段は、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした場
合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記算出した輝度に基づき前記
画面の各領域における明度を算出し、各領域の明度と画面全体の平均明度との差分の大き
さの最大値に基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記目標色度は所定の値である請求項１～７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記目標色度は前記画面の中央の領域における色度の測定値に基づき決定される請求項
１～７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記取得手段は、前記画面に赤色の単色画像、緑色の単色画像、青色の単色画像、及び
白色画像を表示させた状態のそれぞれにおいて前記領域ごとに輝度及び色度の測定値を取
得する請求項１～９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　画像表示装置に入力する画像データに対する補正を行う画像処理装置の制御方法であっ
て、
　前記画像表示装置の画面を複数に区分する領域ごとに、複数の単色画像データのそれぞ
れを前記画面に表示した状態で輝度及び色度の測定値を取得する取得工程と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において表示する目標色度を決定する第１の決定
工程と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度を算
出し、前記最大輝度に基づき前記画面の各領域において表示する目標輝度を決定する第２
の決定工程と、
　前記目標色度及び前記目標輝度に基づき前記画像表示装置に入力する画像データを補正
する補正工程と、
を有し、
　前記目標輝度は、前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度のうち
の最小値よりも大きい値であり、かつ、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前
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記目標輝度よりも小さい領域における表示を当該領域における前記最大輝度で行い、前記
最大輝度が前記目標輝度以上の領域における表示を当該目標輝度で行った場合の輝度ムラ
が所定の許容レベルを超えないように、決定されることを特徴とする画像処理装置の制御
方法。
【請求項１２】
　前記補正工程では、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前記目標輝度よりも
小さい領域における表示が当該領域における前記最大輝度で行われ、前記最大輝度が前記
目標輝度以上の領域における表示が当該目標輝度で行われるように画像データの補正を行
う請求項１１に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記目標輝度は、前記画面の各領域における前記最大輝度のうちの最小値及び最大値に
より定まる輝度範囲の中から選択される値である請求項１１又は１２に記載の画像処理装
置の制御方法。
【請求項１４】
　前記第２の決定工程では、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした
場合に実現される輝度ムラのレベルを、前記輝度範囲に含まれる複数の輝度について算出
し、前記輝度範囲に含まれる前記複数の輝度のうち、前記算出した輝度ムラのレベルが前
記許容レベルを超えない輝度を前記目標輝度として決定する請求項１３に記載の画像処理
装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記第２の決定工程では、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした
場合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記画面の複数の領域のうち
前記算出した輝度が前記目標輝度より小さい領域の面積の全画面の面積に対する比率に基
づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項１４に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記第２の決定工程では、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした
場合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記算出した輝度の最大値と
最小値との差分に基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項１４に記載の画像処理装
置の制御方法。
【請求項１７】
　前記第２の決定工程では、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした
場合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記算出した輝度に基づき前
記画面の各領域における明度を算出し、各領域の明度と画面全体の平均明度との差分の大
きさの最大値に基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項１４に記載の画像処理装置
の制御方法。
【請求項１８】
　前記目標色度は所定の値である請求項１１～１７のいずれか１項に記載の画像処理装置
の制御方法。
【請求項１９】
　前記目標色度は前記画面の中央の領域における色度の測定値に基づき決定される請求項
１１～１７のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項２０】
　前記取得工程では、前記画面に赤色の単色画像、緑色の単色画像、青色の単色画像、及
び白色画像を表示させた状態のそれぞれにおいて前記領域ごとに輝度及び色度の測定値を
取得する請求項１１～１９のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項２１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の画像処理装置を備える画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、画像処理装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイをはじめとする表示装置には表示ムラが存在する。表示ムラを測定装
置で測定し、その結果をもとに信号処理によって表示ムラを補正する方法がある。表示ム
ラには、大きく分けて、明るさの不均一性である明るさムラと、表示色の不均一性である
色ムラとがある。明るさは表示画面の発光強度に依存し、明るさムラは表示画面の発光強
度のムラに起因する。明るさを表す指標には輝度がある。また、表示色を表す指標には各
種の色度座標がある。
【０００３】
　信号処理によってムラを補正する方法では、画面全面に最大階調の白を表示したときに
輝度の高い領域の信号階調を下げることで画面の表示輝度の均一化を図る。そのため、画
面の全ての領域について均一化を実現するには、最大階調表示時に画面の最も暗い領域に
輝度を合わせる必要があり、結果として画面全体の輝度を低下させることとなる。よって
、いかにして高い輝度を維持しつつ表示ムラをなくすかが課題となる。この課題は長時間
の駆動などにより、画面の輝度が低下した表示装置や、表示ムラが大きくなった表示装置
に対してムラ補正を行う場合に、特に顕著となる。
【０００４】
　画面の輝度をできるだけ下げずに、表示ムラを低減する方法として、特許文献１、２に
示す方法がある。特許文献１に示す方法では、各色成分全てが目標輝度以上となる領域は
輝度と色度を補正し、各色成分いずれかが目標輝度以下となる領域は色度のみを補正する
ことで、表示画面全体の輝度低下を招くことなく、色ムラを解消することを図っている。
また、特許文献２に示す方法では、画像信号の色成分の強度が大きいほど、ムラの補正量
を減らすことで、輝度を維持しつつムラ補正を行うことを図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１７１５２７号公報
【特許文献２】特開２００８－３１０２６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に示す方法では、色成分のばらつきが大きい場合、補正後の輝度ムラが大き
くなる可能性がある。また、逆に画面全体からムラをなくすのに必要な輝度を下回る値を
目標輝度としてしまい、不必要に画面全体の輝度を下げてしまう可能性がある。容易な解
決策として、はじめに高めに目標輝度を設定して補正を行い、補正後の輝度ムラが予め設
定した許容レベルを超えているかを判別し、超えている場合に目標輝度を修正して再度補
正を行うといった方法が考えられる。しかし、この方法では繰り返し処理となるため、調
整に時間がかかってしまう。また、特許文献２に示す方法では、画面一様に信号階調が最
大であるように画像を表示する場合に表示ムラが補正されずに不均一なままとなってしま
う。
【０００７】
　本発明では、画像表示装置において、短時間で表示ムラを補正するとともにムラ補正に
起因する輝度低下を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、画像表示装置に入力する画像データに対する補正を行う画像処理装置であっ
て、
　前記画像表示装置の画面を複数に区分する領域ごとに、複数の単色画像データのそれぞ
れを前記画面に表示した状態で輝度及び色度の測定値を取得する取得手段と、
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　前記測定値に基づき前記画面の各領域において表示する目標色度を決定する第１の決定
手段と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度を算
出し、前記最大輝度に基づき前記画面の各領域において表示する目標輝度を決定する第２
の決定手段と、
　前記目標色度及び前記目標輝度に基づき前記画像表示装置に入力する画像データを補正
する補正手段と、
を備え、
　前記目標輝度は、前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度のうち
の最小値よりも大きい値であり、かつ、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前
記目標輝度よりも小さい領域における表示を当該領域における前記最大輝度で行い、前記
最大輝度が前記目標輝度以上の領域における表示を当該目標輝度で行った場合の輝度ムラ
が所定の許容レベルを超えないように、決定されることを特徴とする画像処理装置である
。
 
【０００９】
　本発明は、画像表示装置に入力する画像データに対する補正を行う画像処理装置の制御
方法であって、
　前記画像表示装置の画面を複数に区分する領域ごとに、複数の単色画像データのそれぞ
れを前記画面に表示した状態で輝度及び色度の測定値を取得する取得工程と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において表示する目標色度を決定する第１の決定
工程と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度を算
出し、前記最大輝度に基づき前記画面の各領域において表示する目標輝度を決定する第２
の決定工程と、
　前記目標色度及び前記目標輝度に基づき前記画像表示装置に入力する画像データを補正
する補正工程と、
を有し、
　前記目標輝度は、前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度のうち
の最小値よりも大きい値であり、かつ、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前
記目標輝度よりも小さい領域における表示を当該領域における前記最大輝度で行い、前記
最大輝度が前記目標輝度以上の領域における表示を当該目標輝度で行った場合の輝度ムラ
が所定の許容レベルを超えないように、決定されることを特徴とする画像処理装置の制御
方法である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、画像表示装置において、短時間で表示ムラを補正するとともにムラ補
正に起因する輝度低下を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施例の処理装置及び表示装置の概略構成を示す図
【図２】表示ムラ補正の流れを示すフローチャート
【図３】表示画面の領域ごとの輝度の測定結果の一例を示す図
【図４】表示画面の領域ごとの最大表示可能輝度を算出した結果の一例を示す図
【図５】第１目標輝度と補正後ムラレベルとの関係を算出した結果の一例を示す図
【図６】表示ムラ補正の前後の領域ごとの輝度の変化の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る画像処理装置及びその制御方法の一実施例を説明する。この実施例
は一例であって本発明はこの実施例に限定されるものではない。以下では本発明に係る画
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像処理装置及びその制御方法によるムラ補正方法について具体的に図表を参照して説明す
る。この画像処理装置は、画像表示装置に入力する画像データに対し補正を行う。本実施
例では、画像処理装置が画像表示装置とは別体構成の例を説明するが、以下で説明する画
像処理装置を画像表示装置が有する構成も本発明の範囲に含まれる。本実施例においては
、明るさを示す指標として輝度を用いる。また、表示色を表す指標としてＣＩＥ（国際照
明委員会）の等色関数による刺激値ＸＹＺ及び色度座標ｘｙを用いる。なお、明るさや色
度を示す指標はこれらに限定されるものではない。明るさに対応する指標、表示色に対応
する指標であればどのようなものを用いても良い。例えば、ＣＩＥＬＵＶ等の指標を用い
ても良い。明るさに対応する指標として、測定器からの出力信号レベル、表示色に対応す
る指標として分光特性の異なる測定器からの出力信号レベル等を用いても良い。
【００１３】
　図１に本発明による補正方法を実施するための基本構成の一例を示す。図１において、
表示装置１０１は液晶ディスプレイや有機ＥＬ（Electro-Luminescence）ディスプレイと
いった表示装置である。表示装置１０１は、パーソナルコンピュータ等の処理装置１０２
に接続されている。表示装置１０１は、処理装置１０２から出力される画像データ（画像
信号）を受け付ける。表示装置１０１の表示部１０４は、表示装置１０１が受け付けた画
像データの階調値に応じた輝度で表示を行うことで画像データに基づく画像を表示する。
画像データには複数の色成分、即ちＲ（赤）成分、Ｇ（緑）成分、Ｂ（青）成分のそれぞ
れの階調値が含まれる。
【００１４】
　測定器１０５は、表示部１０４の区分された領域ごとの輝度及び色度を測定する。測定
器１０５は、領域ごとに三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを測定結果として出力する。測定器１０５は
、測定結果を処理装置１０２へ出力する。測定器１０５は、例えば、有線又は無線の通信
手段により測定結果を処理装置１０２へ出力する構成とする。或いは、測定器１０５は、
メモリカード等の記憶媒体に測定結果を書き込み、当該記憶媒体を処理装置１０２に読み
込ませることで、処理装置１０２が測定結果を取得する構成とすることもできる。
【００１５】
　本実施例では、表示装置１０１の表示部１０４の輝度及び色度は、複数に区分された領
域ごとに扱う。表示ムラは、同一の画像データを入力して画像表示を行ったときの領域ご
との輝度及び色度のばらつきとして扱う。この場合、複数の領域の輝度及び色度が全て同
じになっている状態を、表示ムラが存在しない状態とする。なお、表示ムラの有無を判断
する方法はこれに限らない。領域間の輝度のばらつきが所定の範囲内に収まっている場合
に、複数の領域の輝度が同一であると判断しても良い。
【００１６】
＜ムラ補正のフローチャート＞
　本実施例のムラ補正の流れを、図２に示すフローチャートを用いて説明する。
　ステップＳ２０１で、測定器１０５は、表示装置１０１が各色成分を表示した状態で表
示装置１０１の各領域の輝度及び色度を測定する。
　ステップＳ２０２で、処理装置１０２は、測定器１０５から取得した測定値を取得し、
取得した測定値に基づき目標色度を設定する。
　ステップＳ２０３で、処理装置１０２は、ステップＳ２０１で測定した輝度とステップ
Ｓ２０２で設定した目標色度から、領域ごとに、目標色度となるように画像データを補正
した場合の最大表示可能輝度を算出する。これは、各領域において目標色度で表示可能な
最大輝度である。
　ステップＳ２０４で、処理装置１０２は、ステップＳ２０３で算出された領域ごとの最
大表示可能輝度に基づき、第１目標輝度と補正後ムラレベルとの関係を算出する。第１目
標輝度は、ムラ補正後の表示画面全体の輝度の目標値であり、表示画面全体でひとつの値
である。
　ステップＳ２０５で、処理装置１０２は、ステップＳ２０４で算出された第１目標輝度
と補正後ムラレベルの関係と、予め設定されたムラ許容レベルに基づき、領域ごとの第２
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目標輝度を決定する。第２目標輝度は、表示画面を複数に区分する領域ごとの輝度の目標
値であり、領域ごとの値である。
　ステップＳ２０６で、処理装置１０２は、ステップＳ２０２で設定された目標色度とス
テップＳ２０５で決定された第２目標輝度とに基づき、各領域の輝度が第２目標輝度とな
り色度が目標色度となるように画像データを補正する。以上の処理により、処理装置１０
２はムラ補正を行う。
　以下、各ステップについて具体的な説明を行う。
【００１７】
＜ステップＳ２０１：各色成分の輝度の測定＞
　ステップＳ２０１では、測定器１０５は、表示装置１０１がＲＧＢ各色の単色画像を表
示した状態で表示装置１０１の各領域の輝度及び色度を測定する。
【００１８】
　ここでは、表示部１０４の画面全体に同一の階調値の画像を表示させた状態で、測定器
１０５により、表示部１０４の画面を複数に区分する領域ごとの輝度及び色度を測定する
。表示させる同一の階調値の画像は、ＲＧＢＷ各色の単色画像、即ち赤色（Ｒ）の単色画
像、緑色（Ｇ）の単色画像、青色（Ｂ）の単色画像、及び白色（Ｗ）の画像である。測定
器１０５は測定結果として、表示部１０４の領域ごとの三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを処理装置１
０２へ出力する。本実施例においては、三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを得ることが、輝度及び色度
を測定することに相当する。図３に測定結果の一例を示す。図３（ａ）～図３（ｃ）は、
白色画像を表示した状態での三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚの測定値である。図３（ｄ）～図３（ｆ
）は、赤色（Ｒ）の単色画像を表示した状態での三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚの測定値である。図
３（ｇ）～図３（ｉ）は、緑色（Ｇ）の単色画像を表示した状態での三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚ
の測定値である。図３（ｊ）～図３（ｌ）は、青色（Ｂ）の単色画像を表示した状態での
三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚの測定値である。図３は、表示画面を水平に８分割、垂直に５分割で
区分した場合の領域ごとの測定値の例である。図３の各測定値の単位はｃｄ／ｍ２である
。画面を区分する領域の数は一例であってこの例に限られない。
【００１９】
＜ステップＳ２０２：目標色度の設定＞
　ステップＳ２０２では、処理装置１０２は、目標色度を設定する。
　目標色度には、色温度６５００Ｋなどの所定の値や、表示装置１０１の仕様の値を設定
する方法の他に、ステップＳ２０１での測定結果に応じて設定する方法もある。例えば、
画面の中央の領域の色度の測定値を目標色度として設定する方法を例示できる。測定値に
基づく目標色度の設定方法はこれに限らない。平均値や最頻値等に基づき設定しても良い
。表示装置１０１の用途等に応じて目標色度は適宜設定することができる。処理装置１０
２は、目標色度を色度ｘｙの値により設定する。
【００２０】
＜ステップＳ２０３：計算処理（１）各領域の色補正時の最大表示可能輝度を算出＞
　ステップＳ２０３では、処理装置１０２は、ステップＳ２０１で測定した輝度とステッ
プＳ２０２で設定した目標色度とに基づき、領域ごとに、目標色度となるように画像デー
タを補正した場合の最大表示可能輝度を算出する。すなわち、処理装置１０２は、各領域
が目標色度で表示可能な最大の輝度を算出する。
【００２１】
　最大表示可能輝度の算出方法について説明する。ステップＳ２０２で設定された目標色
度を（ｘ、ｙ）、ステップＳ２０１で測定された白色画像表示時の三刺激値の測定結果を
（ＸＷ、ＹＷ、ＺＷ）とし、目標色度ベクトルｃ、白輝度ベクトルｗをそれぞれ式１、式
２で定義する。
【数１】
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【数２】

 
【００２２】
　ステップＳ２０１で測定されたＲ、Ｇ、Ｂ各色単色画像表示時の三刺激値の測定結果を
それぞれ（ＸＲ，ＹＲ，ＺＲ），（ＸＧ，ＹＧ，ＺＧ），（ＸＢ，ＹＢ，ＺＢ）とし、行
列ｍを式３で定義する。

【数３】

 
【００２３】
　ここでＲ、Ｇ、Ｂ各色の修正係数ｃＲ、ｃＧ、ｃＢを式４で算出する。修正係数ｃＲ、
ｃＧ、ｃＢは、Ｒ，Ｇ，Ｂ各色単色画像表示時の三刺激値を加算した値と白色の三刺激値
とのずれを修正するための係数である。

【数４】

 
なお、表示装置１０１に色のクロストークがない場合は、修正係数はいずれも１となる。
修正係数を用いて、三刺激値と色成分の変換行列Ｍは、式５で表される。
【数５】

 
このとき、目標色度に調整するためのＲＧＢ成分の調整値ベクトルｄは式６となる。

【数６】

 
【００２４】
　信号処理で補正を行うためには、ｄの成分がゼロ以下である必要がある。よってｋの最
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大値は式７で算出される。
【数７】

 
式７中の除算記号（／）はベクトル要素ごとの除算、ｍｉｎはベクトル要素のうち最小値
を選択する処理を意味する。ここから、色度補正後の最大表示可能輝度ベクトルｔは式８
で算出される。

【数８】

 
【００２５】
　最大表示可能輝度ベクトルｔのうち、刺激値Ｙにあたる要素の数値が、最大表示可能輝
度である。処理装置１０２は、以上の計算を領域ごとに行い、それぞれの領域の最大表示
可能輝度を算出する。図４に、図３の測定結果をもとに目標色度を（０．３０４、０．３
４６）として最大表示可能輝度を算出した結果の一例を示す。図４の数値の単位はいずれ
もｃｄ／ｍ２である。
【００２６】
＜ステップＳ２０４：計算処理（２）目標輝度と補正後ムラ評価値の関係を算出＞
　ステップＳ２０４で、処理装置１０２は、ステップＳ２０３で算出された領域ごとの最
大表示可能輝度をもとに、第１目標輝度と補正後ムラレベルとの関係を算出する。
【００２７】
　第１目標輝度と補正後ムラレベルとの関係は、具体的には、第１目標輝度と補正後ムラ
レベルとが対応付けられたＬＵＴ（ルックアップテーブル）として算出される。処理装置
１０２は、所定の輝度範囲の中から、補正後ムラレベルを算出する第１目標輝度を選択し
、選択した第１目標輝度を目標輝度としてムラ補正を行った場合に実現されるムラレベル
（補正後ムラレベル）を算出する。処理装置１０２は、この処理を所定の輝度範囲内の種
々の輝度について行うことで、第１目標輝度の取りうる種々の値に対応する補正後ムラレ
ベルを求め、ＬＵＴを生成する。ここで、所定の輝度範囲は、ステップＳ２０３で算出さ
れた領域ごとの最大表示可能輝度の画面内での最大値と最小値に基づき定めるのが好適で
ある。
【００２８】
　第１目標輝度に対応する補正後ムラレベルを算出する方法を説明する。処理装置１０２
は、選択した第１目標輝度を目標輝度としてムラ補正を行った場合に実現される領域ごと
の輝度（補正後輝度）を算出する。処理装置１０２は、最大表示可能輝度が第１目標輝度
以上の領域については、第１目標輝度を補正後輝度とし、最大表示可能輝度が第１目標輝
度より小さい領域については、当該最大表示可能輝度を補正後輝度とする。言い換えると
、処理装置１０２は、ステップＳ２０３で求めた領域ごとの最大表示可能輝度のうち、選
択された第１目標輝度以上の値を当該第１目標輝度に置換することで、領域ごとに補正後
輝度を求める。これにより、処理装置１０２は、画面内の補正後輝度分布を求め、補正後
輝度分布に基づき輝度ムラを評価し、補正後ムラレベルを算出する。
【００２９】
　補正後輝度分布に基づき補正後ムラレベルを算出する方法には種々の方法が考えられる
。例えば、処理装置１０２は、補正後輝度が第１目標輝度より小さい領域の全画面領域に
対する面積比率に基づき輝度ムラの評価を行う。この場合、処理装置１０２は、式９で補
正後ムラレベルを算出する。
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補正後ムラレベル＝（補正後輝度が第１目標輝度より小さい領域の数）／（全ての領域の
数）・・・式９
 
【００３０】
　輝度ムラの評価の別の方法として、輝度のずれ度合（補正後輝度の最大値と最小値との
差分）に基づき評価する方法もある。その場合、処理装置１０２は、式１０で補正後ムラ
レベルを算出する。
 
補正後ムラレベル＝（補正後輝度の最大値－補正後輝度の最小値）／（補正後輝度の平均
値）・・・式１０
 
【００３１】
　また、輝度ムラの評価の別の方法として、色差式に基づき評価する方法もある。その場
合、処理装置１０２は、領域ごとの補正後輝度をＣＩＥＬＡＢにおける明度Ｌ＊に換算す
る。その後、処理装置１０２は、領域ごとの明度と画面全体の平均明度との差を算出する
ことで表示画面内の色差を算出し、それに基づき式１１で補正後ムラレベルを算出する。
 
補正後ムラレベル＝ＭＡＸ（ＡＢＳ（領域ごとの明度－全領域の平均明度））・・・式１
１
 
【００３２】
　式１１におけるＭＡＸは引数の最大値を選択する関数、ＡＢＳは引数を絶対値に換算す
る関数である。図５は、種々の第１目標輝度に対して補正後ムラレベルを算出した結果の
一例を示す。図５（ａ）は式９に示す面積比率に基づき補正後ムラレベルを算出した場合
である。図５（ｂ）は式１０に示す輝度ずれ度合に基づき補正後ムラレベルを算出した場
合である。図５（ｃ）は式１１に示す明度のずれの最大値に基づき補正後ムラレベルを算
出した場合である。
【００３３】
＜ステップＳ２０５：計算処理（３）各領域の目標輝度を決定する＞
　ステップＳ２０５では、ステップＳ２０４で算出された第１目標輝度と補正後ムラレベ
ルとの関係と、予め設定されたムラ許容レベルに基づき、領域ごとの第２目標輝度を決定
する。
【００３４】
　図５（ａ）に示す第１目標輝度と補正後ムラレベルの関係を用いて、具体的な決定方法
について説明する。ムラ許容レベルは、例えば観察者に与える違和感が許容範囲となるよ
うな輝度ムラのレベルを実験や経験則に基づき設定したり、或いは表示装置１０１の使用
目的等の条件から定まる仕様要件等に基づき設定したりする。ここでは、ムラ許容レベル
を面積比率０．１（１０％）とする。この場合、図５（ａ）において、補正後ムラレベル
が０．１以下となる第１目標輝度として５６．３ｃｄ／ｍ２が選択される。処理装置１０
２は、最大表示可能輝度が選択された第１目標輝度以上の領域については、当該第１目標
輝度を第２目標輝度とし、最大表示可能輝度が選択された第１目標輝度より小さい領域に
ついては、当該最大表示可能輝度を第２目標輝度とする。言い換えると、処理装置１０２
は、ステップＳ２０３で求めた領域ごとの最大表示可能輝度のうち、選択された第１目標
輝度以上の値を当該第１目標輝度に置換することで、領域ごとに第２目標輝度を算出する
。
【００３５】
＜ステップＳ２０６：信号処理によるムラ補正＞
　ステップＳ２０６では、ステップＳ２０２で設定された目標色度とステップＳ２０５で
決定された第２目標輝度とに基づき、信号処理により領域ごとに、目標の輝度及び色度と
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なるようにムラ補正を行う。
　目標の輝度及び色度に基づく領域ごとの三刺激値を（Ｘｗｔ、Ｙｗｔ、Ｚｗｔ）として
、目標ベクトルＷｔを式１２で定義する。
【数９】

 
【００３６】
　このとき、目標色度に調整するためのＲＧＢ成分の調整値ベクトルｄは下式となる。
【数１０】

 
【００３７】
　式１３中のベクトルｗは式２、行列Ｍは式５に示したものである。
　信号処理によるムラ補正では、画像データの画面内位置座標と階調レベルに基づいて調
整値ベクトルを選択もしくは補間算出し、算出した値を入力信号に加算した後、表示装置
１０１に出力する。この信号処理は、処理装置１０２で行うか、表示装置１０１に備わる
信号処理部１０３で行う。
【００３８】
　図６に本発明の方法による輝度ムラの変化の一例を示す。図６では、区分された領域の
水平方向位置をｘ０～ｘ７、垂直方向位置をｙ０～ｙ４として、領域ごとの輝度を示して
いる。図６の補正前輝度Ａに対して、表示領域全面を均一にする補正を行った場合の輝度
Ｄは、全ての領域で５５．６ｃｄ／ｍ２となる。一方、本発明により補正した場合の輝度
Ｃに示すように、予め設定されたムラ許容レベルに従い、一部のムラを許容することで、
従来よりも輝度の低下を抑えつつ、輝度ムラを許容レベル以下に抑えることができる。図
６の例では、許容レベル以下のムラが生じる領域以外の領域の輝度は５６．４ｃｄ／ｍ２

であり、従来の５５．６ｃｄ／ｍ２に対し約１．４％の輝度向上が可能となっている。
【００３９】
　本実施例によれば、表示ムラのある表示装置に入力する画像データに対する補正を行う
画像処理装置において、画面を複数に区分する領域ごとに輝度及び色度の測定値を取得し
、取得した測定値に基づき領域ごとに目標色度を決定する（第１の決定手段）。そして、
各領域において目標色度で表示可能な最大輝度を算出し、算出した最大輝度に基づき各領
域において表示する目標輝度を決定する（第２の決定手段）。この目標輝度は、各領域に
おいて目標色度で表示可能な最大輝度のうちの最小値よりも大きい値に設定される。その
ため、上述のように、各領域において目標色度で表示可能な最大輝度のうちの最小値に合
わせて色度ムラ補正を行う場合と比較して、色度ムラ補正に起因する輝度低下を抑制でき
る。複数の領域のうち最大輝度が目標輝度よりも小さい領域における表示を当該領域にお
ける最大領域で行い、最大輝度が目標輝度以上の領域における表示を当該目標輝度で行っ
た場合の輝度ムラが所定の許容レベルを超えないように、目標輝度は決定される。よって
、若干の輝度ムラが残ることになるものの、輝度ムラのレベルが観察者の見えの特性や画
像表示装置の仕様用途に応じた許容レベル以下であるので、良好な表示を行うことが可能
である。このように、本実施例によれば、短時間で色度ムラを補正するとともに色度ムラ
補正に起因する輝度低下を抑制することができ、良好な表示を実現することができる。
【００４０】
　上記の実施例では、表示装置１０１の外部の装置である処理装置１０２で実行する処理
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として説明した各種の処理は、表示装置１０１に備わる信号処理部１０３で実行するよう
に構成することもできる。その場合、表示装置１０１は、測定器１０５から測定値を取得
し、取得した測定値に基づき、領域ごとの信号処理を行う。
【符号の説明】
【００４１】
１０１：表示装置、１０２：処理装置、１０５：測定器

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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